
★令和
れいわ

４年度(2022年度)「全国
ぜんこく

学力
がくりょく

・学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

」 

本校
ほんこう

における結果
けっか

概要
がいよう

について 
 本年

ほんねん

４月に3年生を対象
たいしょう

に実施
じっし

された「全国
ぜんこく

学力
がくりょく

・学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

」に関
かん

して、本校における結果
けっか

分析
ぶんせき

や課題
かだい

等
とう

についてお知
し

らせします。 

◆教科における主
おも

な課題
かだい

 

国語
こくご

：意図
い と

を明確
めいかく

にして話
はな

し方
かた

の工夫
くふう

を具体的
ぐたいてき

に考
かんが

えたり書いたりする力
ちから

 

数学
すうがく

：筋道
すじみち

を立
た

てて考え、事柄
ことがら

が成
な

り立つ理由
りゆう

を説明
せつめい

する力 

理科
り か

：状態
じょうたい

変化
へんか

に関
かん

する知識
ちしき

や他者
たしゃ

の考えについて、多面的
ためんてき

、総合的
そうごうてき

に検討
けんとう

する力 

などに課題
かだい

があり、課題の克服
こくふく

に向
む

けては・・・ 

➜自分
じぶん

の考えが分
わ

かりやすく伝
つた

わるように、工夫して話したり根拠
こんきょ

を明確
めいかく

にして書く学習活動
かつどう

、 

 着目
ちゃくもく

すべき性質
せいしつ

や関係
かんけい

を見
み

いだし、事
こと

柄
がら

が成
な

り立
た

つ理
り

由
ゆう

を筋
すじ

道
みち

を立てて考える学習活動、 

 考察
こうさつ

の妥当性
だとうせい

を高
たか

めるために、実験
じっけん

の計画
けいかく

を検討
けんとう

して改善
かいぜん

する学習活動などを充実
じゅうじつ

させてい

く必要
ひつよう

があります。また、日々
ひ び

の授業
じゅぎょう

の集 中 力
しゅうちゅうりょく

や提
てい

出物
しゅつぶつ

、家庭
かてい

学習習慣
しゅうかん

の定着
ていちゃく

、学

習目標
もくひょう

の明確化
めいかくか

など、基礎
き そ

基本
きほん

を大事
だいじ

にした取組
とりく

みが学力向上につながっていくと考えます。 

◆学校
がっこう

として、今後
こんご

に向けて・・・ 

●授業や学校・学年行事
ぎょうじ

、学級
がっきゅう

活動などの取組みを通
とお

して、生徒
せ い と

の自尊
じ そ ん

感情
かんじょう

を豊
ゆた

かに育
はぐく

み、お互
たが

いを認
みと

め合
あ

い、高
たか

め合い、支
ささ

え合える集団
しゅうだん

づくりや自己
じ こ

有用感
ゆうようかん

の向上
こうじょう

をめざした取り組みの

充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

●学力
がくりょく

向上
こうじょう

のために、ICT機器
き き

を効果的
こ う か て き

に活用
かつよう

しながら、主体的
しゅたいてき

・対話的
たいわて き

で深
ふか

い学
まな

びとなるよう

指導
し ど う

方法の工夫
く ふ う

改善
かいぜん

に努
つと

め、子
こ

どもたちが意欲的
い よ く て き

に参加
さ ん か

し、読
よ

み取
と

る力や表現
ひょうげん

する力を養
やしな

う

授
じゅ

業
ぎょう

づくりをさらに進
すす

めていきます。 

 

【１】教科
きょうか

に関わる結果の概要
がいよう

   

＜国 語＞ 

◎全国
ぜんこく

平均
へいきん

正答率
せいとうりつ

と比較
ひかく

した場合
ばあい

、特
とく

に「話
はな

すこと・聞
き

くこと」に関
かん

する項目
こうもく

に課題
かだい

があることが伺
うかが

えます。 

○「話
はな

すこと・聞
き

くこと」の項目
こうもく

では、（問題
もんだい

番号
ばんごう

１の一）具
ぐ

体
たい

的
てき

な助
じょ

言
げん

を生
い

か

してスピーチの表
ひょう

現
げん

を工
く

夫
ふう

することはできていますが、（問題番号１の三）

意図
い と

を明確
めいかく

にして話
はな

し方
かた

の工夫
くふう

を具体的
ぐたいてき

に考
かんが

えることに課題があります。 
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○「書
か

くこと」の項目では、（問題番号２の三）自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えが伝
つた

わる文
ぶん

章
しょう

になるように、根
こん

拠
きょ

を明
めい

確
かく

にして書くことに課題があります。 

○「読
よ

むこと」の項目
こうもく

では、（問題番号３の四）文学的
ぶんがくてき

な文章
ぶんしょう

を読
よ

み、場面
ばめん

と場面、場面と描写
びょうしゃ

な

どを結
むす

び付
つ

けて内容を解釈
かいしゃく

することはできています。 

 

＜数 学＞ 

◎全国
ぜんこく

平均
へいきん

正答率
せいとうりつ

と比較
ひかく

した場合
ばあい

、特
とく

に「数と式」や「図形
ずけい

」の項目
こうもく

に課題
かだい

が

あります。 

〇「数
すう

と式
しき

」の項目
こうもく

では、（問題番号２）簡単
かんたん

な連立
れんりつ

方程式
ほうていしき

を解
と

くことはできて

いますが、（問題
もんだい

番号
ばんごう

６⑵）目的
もくてき

に応
おう

じて式
しき

を変形
へんけい

したりその意味
い み

を読
よ

み取
と

っ

たりして、事柄
ことがら

が成
な

り立
た

つ理由
りゆう

を説明
せつめい

することに引
ひ

き続
つづ

き課題
かだい

があります。 

〇「図形
ずけい

」の項目
こうもく

では、（問題番号９⑵）筋道
すじみち

を立てて考
かんが

え、理由を説明することに課題
かだい

がありま

す。 

〇「関数
かんすう

」の項目
こうもく

では、（問題番号４）一次
いちじ

関数
かんすう

の変化
へんか

の割合
わりあい

の意味の理解
りかい

に引
ひ

き続
つづ

き課題
かだい

があり

ます。 

○「データの活用
かつよう

」の項目
こうもく

では、（問題番号５）多数
たすう

の観察
かんさつ

や多数回
たすうかい

の試行
しこう

によって得
え

られる確率
かくりつ

の意味
い み

を理解
りかい

することはできています。 

 

 

＜理 科＞ 

 

◎全国
ぜんこく

平均
へいきん

正答率
せいとうりつ

と比較
ひかく

した場合
ばあい

、特
とく

に「生命
せいめい

」を柱
はしら

とする領域
りょういき

に課題
かだい

があります。 

〇「エネルギー」の領域では、（問題番号５⑴）力
ちから

の働
はたら

きに関
かん

する知識
ちしき

及
およ

び技能
ぎのう

を活用
かつよう

して、物体
ぶったい

に働く重 力
じゅうりょく

とつり合う力を説明
せつめい

することはで

きていますが、矢印
やじるし

で表
あらわ

すことに課題
かだい

があります。 

〇「粒子
りゅうし

」の領域
りょういき

では、（問題番号３⑴）分子
ぶんし

のモデルで表した図
ず

を基
もと

に、化学
かがく

変化
へんか

を化学反応式
はんのうしき

で表すことはよくできています。 

〇「生命
せいめい

」の領域では、（問題番号８⑵）探求
たんきゅう

の方法
ほうほう

について検討し、探求の過程
かてい

の見通
みとお

しをもつ

ことに課題
かだい

があります。 

○「地球
ちきゅう

」の領域では、（問題番号２⑶）他者
たしゃ

の考
かんが

えについて、多面的
ためんてき

、総合的
そうごうてき

に検討して改善
かいぜん

す

ることに課題があります。 

 

 

 

 



【２】生徒
せいと

質問紙
しつもんし

調査
ちょうさ

から見
み

られる特色
とくしょく

 

  

 

 

 

 

 

 

○学習
がくしゅう

意欲
いよく

や学習
がくしゅう

方法
ほうほう

、学習
がくしゅう

環境
かんきょう

や生活
せいかつ

の諸側面
しょそくめん

等
とう

に関
かん

する生徒
せいと

質問紙
しつもんし

調査
ちょうさ

においては、

全国
ぜんこく

比
ひ

で肯定的
こうていてき

意見
いけん

の割合
わりあい

が下回
したまわ

る項
こう

目
もく

が多
おお

い中
なか

で、「将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

や目
もく

標
ひょう

を持
も

っていますか」の項目
こうもく

では全国
ぜんこく

を上回
うわまわ

るとともに、「自分
じぶん

にはよいとこ

ろがあると思いますか」については、全国
ぜんこく

とほぼ並
なら

んでおり、五
ご

中生
ちゅうせい

の自己
じ こ

肯定感
こうていかん

や将来
しょうらい

に向
む

けた目
もく

標
ひょう

設
せっ

定
てい

など精神的
せいしんてき

な成長
せいちょう

が伺
うかが

えます。 

○また、「困
こま

りごとや不安
ふあん

がある時
とき

に先生
せんせい

や大人
おとな

に相談
そうだん

できますか」「学校
がっこう

に

行
い

くのは楽
たの

しいと思
おも

いますか」「友達
ともだち

と協 力
きょうりょく

するのは楽しいと思いますか」の肯定的
こうていてき

意見
いけん

は

全国
ぜんこく

を上回
うわまわ

っており、生徒
せいと

と教 職 員
きょうしょくいん

の信頼
しんらい

関係
かんけい

や学校生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

が伺
うかが

えます。 

 

○国語、数学、理科の勉強
べんきょう

が好
す

き、大切
たいせつ

だと思
おも

う生徒
せいと

の割合
わりあい

は全国
ぜんこく

より高
たか

い数値
すうち

を示
しめ

しており、学校
がっこう

全体
ぜんたい

としての授業
じゅぎょう

研究
けんきゅう

や授業改善
かいぜん

の取組みは、着実
ちゃくじつ

に成果
せいか

が表
あらわ

れていることが伺
うかが

われます。 

○今後
こんご

、より一層
いっそう

PC・タブレットなどの ICT機器
き き

を効果的
こうかてき

に活用
かつよう

しながら指導方法の工夫改善を進
すす

め、子
こ

どもたちの生
い

きる力
ちから

や学力向上につなげていくことが大
おお

きな課題
かだい

であると考
かんが

えられます。 


